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小さな泡のカ

何年か前に、極小泡を作って混ぜた水槽で魚の養殖をしたら通常よりも早く育ち、しか

も大きくなったという記事を読んだことがありました。あれから数年の間に、その極/1ヽ泡

の効果は研究され、今やウル トラファインバブル (直径 lmm/1000以 下)と 呼ばれて、こ

のバブル水は多方面で注目を集めているのです。

まず漁業では、養殖は_L記の通り。さらに鮮度保存に関しても気泡の中の気体を窒素に

置き換えることで、通常よりも長く鮮度を保つことが可能になつたそうです。

洗浄にも利用されていて、いくつかのサービスエリアでは、このバブル水を御手洗いの

清掃に使っているそうです。極小の気泡が、こびりついた汚れの隙間に入り込み弾ける力

で汚れを落とすという、環境にもやさしい洗浄力になっているそうです。

医療においても殺菌等の効果を発揮していて、特に糖尿病患者の、血流が悪く壊死して

しまう糸R織に対して、気泡の中の気体をオゾンに置き換えたバブル水で患部を洗浄するこ

とで深部にオゾンを届かせ殺菌効果を上げるという治療が期待されているそうです。

まだまだ、いろいろな分野で利用されてゆくことでしょう。

<以上、NHK:2015.10.6Pm7:30放 映クローズアップ現代参照>

さて、これだけ効果が期待されているウル トラファインバブルですから、当然、日腔衛

生にも利用できないものかと期待します。はたして口腔内に使っても大文夫でしょうか。

まず漁業の養殖の効果から見て、生物に使っても害は無さそうです。そして、糖尿病の

治療方法から見て、気泡の大きさや、中の気体をいろいろと考慮すれば、日腔粘膜や歯を

傷つけずに、歯槽膿漏菌や虫歯菌に効果のある処置が期待できるかもしれません。

そして何より、毎日の歯磨きにおいてバブル水の洗浄効果はとても魅力的です。今まで

なかなかブラシが届かなかつた奥歯や歯間、歯の溝等、そして歯周ポケットの中も、バブ

ル水で磨けばウル トラファインバブルが入 り込み、弾けて汚れを落としてくれるかもしれ

ません。もしも電動歯ブラシにバブル水を注出できる装置が付いたら、歯磨きが不自由な

方でも効果が期待出来るでしょう。介護の分野においても、歯磨きが困難な患者さんにバ

ブル水で口を濯いでもらうだけで、今までとは違った効果が期待出来るかもしれません。

今はまだ、期待と空想の域を出ませんが、このバブル水の研究は日本が世界に先駆けて

一番進んでいるそうですから、近い将来多方面で期待を裏切らない研究成果がもたらされ

ることと思います。

ところで、虫歯や歯槽膿漏に対して将来素晴らしい予防方法や治療方法が開発されたと

しても、それを施せる歯が無くては仕方がありません。毎日のケアを忘れずに歯と歯茎を

守ってゆきましょう。 (歯科衛生士 :池上)
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